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県
内
の
清
流
で
見
ら
れ
る
留

鳥
。
有
数
の
清
流
で
あ
る
三
段

峡
内
に
は
数
が
多
い
。
ツ
グ
ミ

く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
全
身
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
色
を
し
て
い
る
。

カ
ラ
ス
の
よ
う
に
黒
っ
ぽ 

い
の
で
こ
の
名
が
付
い
た 

の
だ
ろ
う
が
、
カ
ラ
ス
の
仲
間

で
は
な
い
。
単
独
ま
た
は
つ
が

い
で
渓
流
沿
い
に
縄
張
り
を
構

え
る
。
水
生
昆
虫
や
小
魚
を
捕

ら
え
、
時
に
は
せ
っ
か
く
の
魚 

     

      
川
遊
び
名
人 

 

二
十
七
日
、
二
十
八
日
の
両

日
、
広
島
市
な
ど
か
ら
親
子
三

十
八
人
が
参
加
し
て
開
催
。
水

中
観
察
や
沢
登
り
を
体
験
、
安

全
講
習
で
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
の
大
切
さ
や
川
遊
び
の
注

意
点
と
楽
し
み
方
を
学
ん
だ
。

自
分
達
で
川
遊
び
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
が
狙
い
。
参
加
し

た
母
親
は
「
川
遊
び
は
初
め
て
。

と
て
も
楽
し
く
勉
強
に
な
っ

た
」
と
喜
ん
で
い
た
。 

 

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
県
内
の
団

体
や
企
業
、
行
政
な
ど
で
構
成

す
る
環
境
保
全
機
構
。
さ
ん
け

ん
は
今
年
、
会
員
に
な
っ
た
。 

      
夏
を
あ
そ
ぼ 

 

七
日
、
二
十
一
日
の
両
日
、 

 

の
卵
を
食
べ
る
。 

 

繁
殖
期
は
早
く
、
一
月
こ
ろ

か
ら
雌
雄
で
巣
づ
く
り
を
始
め

る
。
こ
れ
は
餌
と
な
る
カ
ワ
ゲ

ラ
、
ト
ビ
ゲ
ラ
、
カ
ゲ
ロ
ウ
な 

  

ど
の
水
生
昆
虫
の
幼
虫
の
数
や

大
き
さ
が
最
大
に
な
る
四
月
に

育
雛
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
滝

の
裏
側
に
コ
ケ
を
材
料
に
し
た

直
径
三
十
㌢
ほ
ど
の
ド
ー
ム
状 

      

安
芸
太
田
町
内
を
中
心
に
親

子
五
十
八
人
が
参
加
し
た
。
幼

児
が
対
象
で
、
三
段
峡
ヨ
ガ
で

体
を
ほ
ぐ
し
、
川
の
生
き
物
を

箱
メ
ガ
ネ
で
探
し
た
り
、
ア
マ

ゴ
を
つ
か
ん
だ
り
し
て
い
た
。

昼
食
用
の
ア
マ
ゴ
の
さ
ば
き

方
を
小
学
生
が
指
導
し
た
。 

 

自
然
あ
そ
び
縁
は
昨
年
、
さ

ん
け
ん
が
協
力
し
て
同
町
内

の
マ
マ
さ
ん
グ
ル
ー
プ
・
な
っ

ぴ
ー
が
立
ち
上
げ
、
運
営
し
て

い
た
。
事
業
化
を
め
ざ
し
、
さ

ん
け
ん
が
引
き
継
い
だ
。 

 

     

太
田
川
流
域
交
流
会
議
の

学
校
間
交
流
事
業
が
八
月
二

十
九
日
、
広
島
市
立
志
屋
小
学

校
の
全
児
童
と
教
諭
の
計
十

七
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。 

 
四
年
連
続
の
来
峡
の
た
め
、 

 

の
巣
を
造
る
。
ヘ
ビ
や
イ
タ
チ

な
ど
の
捕
食
者
が
近
づ
き
に
く

い
安
全
な
場
所
で
あ
る
。 

 

ヤ
マ
セ
ミ
や
カ
ワ
セ
ミ
、
サ

ギ
類
は
魚
類
を
主
食
に
し
て
い 

  

る
が
、
カ
ワ
ガ
ラ
ス
は
餌
と
す

る
水
生
昆
虫
を
独
占
で
き
る
の

で
、
安
芸
太
田
町
内
の
ど
こ
の

河
川
で
も
見
ら
れ
る
。 

ゴ
イ
サ
ギ
や
コ
サ
ギ
な
ど
小 

        

 
 
 
 
 
 

二
〇
一
八
年
か

ら
深
入
山
で
継
続

し
て
い
る
希
少
チ

ョ
ウ
類
ゴ
マ
シ
ジ

ミ
の
調
査
を
八
月

十
四
日
、
さ
ん
け

ん
会
員
で
西
中
国

山
地
自
然
史
研
究

会
理
事
長
の
上
野

吉
雄
さ
ん
ら
四
人

が
参
加
し
て
実
施

し
た
。 

 
 
 
 
 
 

今
回
は
二
頭
が

確
認
で
き
、
ワ
レ 

    

同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
ら
な
い

工
夫
を
し
た
。
赤
滝
上
流
が
不

通
の
た
め
二
段
滝
ル
ー
ト
を

歩
い
た
。
㈱
恐
羅
漢
の
協
力
で

渡
船
を
特
別
運
航
、
二
段
滝
の

迫
力
に
歓
声
が
上
が
っ
た
。 

 

型
の
サ
ギ
類
は
最
近
、
数
が
増

え
て
き
た
大
型
の
食
魚
鳥
で
あ

る
ア
オ
サ
ギ
や
ダ
イ
サ
ギ
、
カ

ワ
ウ
と
餌
が
競
合
し
、
個
体
数

を
減
ら
し
て
い
る
。 

寒
い
冬
で
も
「
ピ
ッ

、 

ピ
ッ
」

と
鳴
き
な
が
ら

元
気
よ
く
採
餌
す
る
姿
に
は
い

つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。
水
生

昆
虫
食
と
言
う
食
性
の
開
拓

が
、
渓
流
で
の
生
活
を
保
障
し

て
い
る
。 

 
 

（
上
野
吉
雄
） 

          
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

モ
コ
ウ
へ
の
産
卵
も
見
つ
か
っ

た
。
上
野
さ
ん
は
「
三
年
ぶ
り
の

山
焼
き
で
ワ
レ
モ
コ
ウ
の
開
花

個
体
数
が
増
え
、
ゴ
マ
シ
ジ
ミ

の
幼
虫
に
よ
る
ワ
レ
モ
コ
ウ
果

穂
へ
の
食
痕
も
見
ら
れ
た
。
来

年
が
楽
し
み
」
と
分
析
し
た
。 

 

三
年
前
か
ら
参
加
し
て
い
る

加
計
高
校
二
年
生
の
藤
本
夕
真

さ
ん
は
「
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で

分
か
る
の
が
楽
し
い
し
、
嬉
し

い
」
と
話
し
て
い
た
。 

     

東
京
海
上
日
動
が
主
催
す
る

G
re

e
n

G
ift

地
球
元
気
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
中
四
国
合
同
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
が
八
月
二
十
二
日
、
徳
島

県
上
勝
町
で
開
か
れ
た
。
本
宮

炎
理
事
長
が
出
席
し
、
同
プ
ロ 

     

    

餅
ノ
木
口―

聖
湖
間
の
探
勝

路
整
備
が
八
月
九
日
、
流
川
さ

ん
け
ん
部
の
三
人
や
さ
ん
け
ん

メ
ン
バ
ー
の
橋
本
賢
さ
ん
、
河

内
佑
真
さ
ん
ら
九
人
が
参
加
し

て
実
施
さ
れ
た
。
四
年
間
の
継

続
整
備
で
歩
き
や
す
く
な
っ
て

い
る
。
サ
サ
刈
り
は
マ
ダ
ニ
被

害
の
防
止
に
効
果
が
あ
る
。 

 

グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
三
団

体
と
Ｅ
Ｐ
Ｏ
ち
ゅ
う
ご
く
な
ど

支
援
団
体
が
意
見
交
換
し
た
。 

 

同
町
の
か
み
か
つ
里
山
俱
楽

部
が
運
営
す
る
「
高
丸
山
千
年

の
森
館
」
な
ど
を
視
察
し
、
三
団

体
が
取
り
組
み
を
発
表
し
た
。

助
成
事
業
は
今
年
が
三
年
目

で
、
同
会
議
が
最
後
の
事
業
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

す
る
姉
妹
滝
の
沢
登
り
や
猿
飛

パ
ッ
ク
ラ
フ
ト
ツ
ア
ー
に
挑
ん

だ
。
夏
こ
そ
三
段
峡
に
直
接
触
れ

ら
れ
る
絶
好
の
シ
ー
ズ
ン
。
新
し

い
観
光
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。 

   

「挑戦」と｢成長」を胸に              
南葉錬志郎さん 

   

広島大学統合生命科学研究

科の１年生。大学博物館の学生

スタッフであり、学内の自然環

境を調査するＣＳＲ（キャンパ 

ス・スチューデント・レンジャー）でもある。 

2021 年、同大の「地域の元気応援プロジェク

ト」で、さんけんとつながった。ビジターセン

ターの博物館づくりへの「挑戦」と、自然の魅

力を伝える人材への「成長」をめざす。三段峡

が野外博物館やエコツーリズムの全国的モデ

ルになるよう取り組みたい、と思いを秘める。

「三段峡を調べ、後世へ伝え残すビジョンがあ

る団体」と、さんけんへエールを送る。 （炎） 

 

この人 
人 

▼
子
供
も
大
人
も 

さ
ん
け
ん
新
聞 

 

不
安
定
な
天
候
の
夏
だ
っ
た

が
、
三
段
峡
の
自
然
を
活
用
し
た

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
広
が
り
を

１ 

  

一口メモ 

見
せ
た
。
さ
ん
け
ん
自
然
塾
を

は
じ
め
、
多
く
の
子
供
達
が
川

に
入
っ
て
、
遊
ん
だ
り
学
ん
だ

り
し
て
ド
キ
ド
キ
感
を
味
わ
っ

た
。
大
人
達
は
事
業
者
が
運
営

１ 

    

カ ワ ガ ラ ス 

見た目でついた名 
 

鳥 三段峡の たち 

⑩ 

家
は
滝
裏 

水
生
昆
虫
食
が
生
き
抜
く
術 

川
遊
び
名
人 

楽
し
さ
体
験 

安
全
性
を
学
ぶ 

夏
を
あ
そ
ぼ 
生
き
物
探
し 

ア
マ
ゴ
さ
ば
く 

長
淵
一
帯
で
子
供
達
が
夏
を
満
喫―

。
環
境
学
習
企

画
「
川
遊
び
名
人
に
な
る
ツ
ア
ー
」（
ひ
ろ
し
ま
地
球
環

境
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催
）
と
「
自
然
あ
そ
び
縁
・
夏
を
あ
そ

ぼ
‼
」（
さ
ん
け
ん
主
催
）
が
八
月
、
各
二
回
開
か
れ
、

親
子
総
勢
九
十
八
人
が
川
遊
び
や
安
全
講
習
、
生
き
物

観
察
、
ア
マ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。 

 

     

二
段
滝
の
迫
力
に
歓
声 

学
校
間
交
流
事
業 

志
屋
小
の
全
児
童
参
加 

G
r
ee
nG
ift

中
四
国
会
議 

三
団
体
が
活
動
発
表 

餅
ノ
木
口―

聖
湖
間 

清
掃
に
九
人
が
汗 

川を満喫 

２頭確認 ワレモコウ増加 
深入山でゴマシジミ調査 

夏 

川遊び名人ツアーで安全講習を受ける子供達 

アマゴをさばく「夏をあそぼ」に参加した子供 


